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◎ ○ △ × ？

31.3% 65.6% 2.3% 0.8% 0.0%
35.9% 62.5% 1.6% 0.0% 0.0%

44.3% 52.7% 3.1% 0.0% 0.0%
33.6% 62.5% 3.9% 0.0% 0.0%

62.6% 36.6% 0.8% 0.0% 0.0%
60.9% 37.5% 1.6% 0.0% 0.0%

59.5% 38.9% 1.5% 0.0% 0.0%
50.0% 44.5% 4.7% 0.0% 0.8%

49.6% 48.9% 1.5% 0.0% 0.0%

35.9% 57.0% 4.7% 0.0% 2.3%

24.4% 58.0% 16.0% 1.5% 0.0%

18.8% 60.2% 18.0% 1.6% 1.6%

45.8% 48.1% 4.6% 0.0% 1.5%
41.4% 53.9% 3.9% 0.0% 0.8%

57.3% 42.7% 0.0% 0.0% 0.0%
50.8% 46.9% 2.3% 0.0% 0.0%

34.4% 59.5% 4.6% 1.5% 0.0%
36.7% 59.4% 2.3% 0.8% 0.8%

58.8% 41.2% 0.0% 0.0% 0.0%
50.8% 47.7% 1.6% 0.0% 0.0%

47.3% 48.9% 2.3% 0.0% 1.5%
43.8% 50.8% 5.5% 0.0% 0.0%

41.2% 55.7% 1.5% 0.0% 1.5%

34.4% 56.3% 7.8% 0.0% 1.6%

77.1% 20.6% 1.5% 0.0% 0.8%
68.0% 32.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60.3% 39.7% 0.0% 0.0% 0.0%
55.5% 41.4% 2.3% 0.0% 0.8%

42.0% 56.5% 1.5% 0.0% 0.0%
45.3% 50.8% 3.9% 0.0% 0.0%

69.5% 24.4% 1.5% 0.0% 4.6%
75.0% 24.2% 0.8% 0.0% 0.0%

77.9% 20.6% 0.0% 0.0% 1.5%
72.7% 26.6% 0.0% 0.0% 0.8%

46.6% 51.1% 1.5% 0.8% 0.0%
43.0% 51.6% 5.5% 0.0% 0.0%

79.4% 20.6% 0.0% 0.0% 0.0%
71.1% 28.9% 0.0% 0.0% 0.0%

88.5% 11.5% 0.0% 0.0% 0.0%
74.2% 25.8% 0.0% 0.0% 0.0%

55.2% 42.3% 2.2% 0.2% 0.6%
49.9% 46.0% 3.5% 0.1% 0.5%

学校は、教職員が協力し合って、特色ある教育活動に取組
んでいる。

総計
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習
活
動

健
康
安
全

そ
の
他

教職員は「個別の指導計画」（舎職員は「個別の生活指導
計画」）を、児童生徒の実態を適切に把握し作成してい
る。

学校は、施設・設備の改善に努め明るい環境を整えてい
る。

学校は、保護者が子どもの様子について連絡・相談したこ
とについて適切に対応を行っている。

学習内容や進路等を懇談や学級(学年)通信等により知らせ
ている。

学校は、学校便りで保護者に学習活動の様子や情報を適切
に伝えている。
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あなたは、法令遵守の徹底に全力で取組んでいる。

あなたは、児童生徒の個人情報の保護に努めている。

学校は、将来の進路や職業などについて参考となる情報を
提供をしている。

児童生徒が、進んで学習活動に取組めるように、教材や授
業の進め方が工夫をしている。

「学校」（舎職員は「寄宿舎」）は雰囲気がよく、児童生
徒は生き生きとしている。

「通知表」（舎職員は「個別の生活指導計画等」）は、児
童生徒の学力を適切に評価できるように工夫されている。

あなたは、専門性向上のため主体的に研究・研修に努めて
いる。

「学校」（舎職員は「寄宿舎」）での徴収金等は、明朗な
会計処理を行っている。

スクールバスの運行が安全に行われている。

学校（舎職員は「寄宿舎」）は避難訓練や不審者及び交通
安全への対応を十分行っている。

健康な生活を送るため、保健指導や健康教育に取組んでい
る。

評　価　項　目　※（　）内は寄宿舎指導員の評価項目
評価欄(下段フォントが小さい値は昨年度）

№

1

学
校
経
営

学校は、「個性豊かで、明るくたくましく、粘り強く生き
る子」の育成に向け教育活動を行っている。
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〈　H29学校評価　集計結果　各学部・寄宿舎　教職員　〉（H29.12月）

◎：よくあてはまる　　　　　　○：ややあてはまる　　　　　△：あまりあてはまらない
×：全くあてはまらない　　　　？：わからない

校長　教頭：2名　小：41名　中：33名　高・養護教諭:37名　寄宿舎：16名
計：131名/136名中（回収率96%）　１名は0.75％
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教師は、児童生徒に応じて、丁寧に適切に指導・支援して
いる。

「給食」（舎職員は「舎食」）は、児童生徒が食べやすい
食形態等が提供されている。

1



◎ ○ △ × ？

62.3% 34.8% 1.4% 0.0% 1.4%

46.0% 47.6% 1.6% 0.0% 4.8%

62.3% 33.3% 1.4% 0.0% 2.9%

57.8% 34.4% 1.6% 0.0% 6.3%

73.9% 23.2% 1.4% 0.0% 1.4%

65.6% 32.8% 1.6% 0.0% 0.0%

60.9% 30.4% 5.8% 1.4% 1.4%

43.8% 48.4% 3.1% 1.6% 3.1%

68.1% 27.5% 2.9% 0.0% 1.4%

64.1% 28.1% 6.3% 0.0% 1.6%

39.1% 42.0% 13.0% 2.9% 2.9%

46.9% 39.1% 6.3% 1.6% 6.3%

62.3% 33.3% 2.9% 0.0% 1.4%

75.0% 23.4% 1.6% 0.0% 0.0%

78.3% 17.4% 2.9% 0.0% 1.4%

71.9% 25.0% 3.1% 0.0% 0.0%

68.1% 27.5% 2.9% 1.4% 0.0%

70.3% 28.1% 1.6% 0.0% 0.0%

71.0% 21.7% 4.3% 1.4% 1.4%

75.0% 18.8% 1.6% 3.1% 1.6%

59.4% 31.9% 5.8% 1.4% 1.4%

59.4% 31.3% 4.7% 0.0% 4.7%

53.6% 34.8% 4.3% 0.0% 7.2%

43.8% 45.3% 7.8% 0.0% 3.1%

71.0% 13.0% 1.4% 0.0% 14.5%

59.4% 29.7% 0.0% 0.0% 10.9%

60.9% 21.7% 5.8% 0.0% 11.6%

55.6% 31.7% 3.2% 0.0% 9.5%

56.5% 23.2% 1.4% 1.4% 17.4%

39.7% 39.7% 4.8% 0.0% 15.9%

55.1% 14.5% 1.4% 0.0% 29.0%

38.7% 25.8% 0.0% 0.0% 35.5%

73.9% 17.4% 0.0% 0.0% 8.7%

67.2% 25.0% 1.6% 0.0% 6.3%

63.8% 30.4% 4.3% 1.4% 0.0%

64.1% 23.4% 9.4% 0.0% 3.1%

68.1% 26.1% 1.4% 1.4% 2.9%

64.1% 25.0% 6.3% 1.6% 3.1%

49.3% 36.2% 4.3% 1.4% 8.7%

46.9% 35.9% 6.3% 3.1% 7.8%

62.9% 27.0% 3.5% 0.7% 5.9%
57.8% 31.9% 3.6% 0.5% 6.1%

学校では、教職員が協力し合って、特色ある教育活動に取組んでいる。

そ
の
他

健
康
安
全

学
習
活
動

学校は、学校便りで保護者に学習活動の様子や情報を適切に伝えている。
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通知表は、お子さんの学力を適切に評価できるように工夫されている。

教職員は、お子さんに応じて、丁寧に適切に指導・支援している。
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№

学校は避難訓練や不審者及び交通安全への対応を十分行っている。

健康な生活を送るため、保健指導や健康教育が行われている。

給食は、お子さんが食べやすい食形態等が提供されている。

学校は、将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供をしてい
る。

児童生徒が、進んで学習活動に取組めるように、教材や授業の進め方が工
夫されている。

学校の徴収金等は、明朗な会計処理が行われている。
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〈　H29　学校評価集計結果　保護者　〉（H29.12月）
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1

学
校
経
営

学校は、「個性豊かで、明るくたくましく、粘り強く生きる子」の育成に
向け教育活動を行っている。

「個別の指導計画」は、お子さんの様子を適切に把握し作成されている。

学校は、施設・設備の改善に努め明るい環境を整えている。

学校は、保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについて適切
に対応してくれる。

学習内容や進路等を懇談や学級(学年)通信等によってよく知っている。

学校の雰囲気がよく、お子さんは生き生きとしている。

◎：よくあてはまる　　　　　　○：ややあてはまる　　　　　△：あまりあてはまらない
×：全くあてはまらない　　　　？：わからない

評価欄(下段フォントが小さい値は昨年度）
評　　価　　項　　目

スクールバスの運行が安全に行われている。

小学部：30名　　中学部：22名　　高等部:17名　　　計：69名/136名中（回収率51%）
1名は1.45％

総計
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学校では、保護者や外部の方々と話をする機会を多く持っている

台風やその他の災害などの対応について、児童や保護者に行動マニュアル
が知らされている。

全体として、本校の教育に満足している

2



評価項目 評価の観点 ◎ ○ △ × ？

8.3% 91.7% 0.0% 0% 0%

13.3% 73.3% 0.0% 0.0% 13.3%

25.0% 75.0% 0.0% 0% 0%

13.3% 66.7% 6.7% 0.0% 13.3%

8.3% 75.0% 16.7% 0% 0%

6.7% 66.7% 0.0% 0.0% 26.7%

16.7% 75.0% 8.3% 0% 0%

13.3% 66.7% 0.0% 0.0% 20.0%

25.0% 66.7% 8.3% 0% 0%

6.7% 86.7% 6.7% 0.0% 0.0%

16.7% 66.7% 16.7% 0% 0%

13.3% 66.7% 20.0% 0.0% 0.0%

25.0% 50.0% 25.0% 0% 0%

20.0% 66.7% 0.0% 0.0% 13.3%

33.3% 41.7% 25.0% 0% 0%

6.7% 53.3% 0.0% 0.0% 40.0%

8.3% 75.0% 16.7% 0% 0%

6.7% 53.3% 6.7% 0.0% 33.3%

41.7% 50.0% 8.3% 0% 0%

20.0% 53.3% 0.0% 0.0% 26.7%

33.3% 58.3% 8.3% 0% 0%

26.7% 33.3% 6.7% 0.0% 33.3%

25.0% 66.7% 8.3% 0% 0%

6.7% 80.0% 6.7% 0.0% 6.7%

33.3% 66.7% 0.0% 0% 0%

26.7% 66.7% 0.0% 0.0% 6.7%

41.7% 58.3% 0.0% 0% 0%

20.0% 66.7% 6.7% 0.0% 6.7%

25.0% 75.0% 0.0% 0% 0%

20.0% 66.7% 6.7% 0.0% 6.7%

50.0% 33.3% 16.7% 0% 0%

26.7% 60.0% 6.7% 0.0% 6.7%

33.3% 58.3% 8.3% 0% 0%

26.7% 60.0% 0.0% 0.0% 13.3%

16.7% 58.3% 25.0% 0% 0%

13.3% 53.3% 13.3% 0.0% 20.0%

25.0% 41.7% 33.3% 0% 0%

6.7% 53.3% 0.0% 0.0% 40.0%

16.7% 50.0% 33.3% 0% 0%

0.0% 46.7% 0.0% 6.7% 46.7%

25.4% 61.7% 12.9% 0.0% 0.0%

14.7% 62.0% 4.3% 0.3% 18.7%

15_仕事を進める上で必要な知識や情報の習得はされました
か。

14_業務を遂行する中で創意工夫は図られましたか。

総計

20_学校評価に取り組み、積極的にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等で公開すること
ができていますか。

19_個人情報やセキュリティーに留意して、情報の共有化に取
り組んでいますか。

18_学校における諸行事に積極的に参加していますか。

17_来客、電話応対は適切に行えていますか。

16_事務現業部全体で協働体制がとれていますか。

4_危機管理に対して、教職員の協働体制が整備され、効率よく
実践されていますか。

3_情報の共有化や校長の意思伝達が、確実にできていますか。

2_機能的な学校運営ができるよう、各分掌で業務の推進ができ
ていますか。

1_教育目標達成に向けて、職員が共通理解し意欲的に取り組ん
でいますか。

13_目的意識を持った業務ができましたか。

12_業務の処理の正確性、計画性は図られましたか。

11_校内研修・校外各種研修が計画的に取り組まれています
か。

10_各自が研修や研鑽に励み職員相互の協力のもと、実践力や
専門性が図られている。

9_地域や近隣校及び関係機関と連携して、不審者情報等の共有
がされていますか。

8_ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新・通知文書を通して、学校の情報発信をして
いますか。

7_全職員共通理解のもと、学校行事の推進と充実が図れました
か。

6_全職員協力のもと、計画的な清掃活動及び美化活動が適切に
実践されていますか。

5_校舎の安全点検がなされ、施設の維持・管理に努めています
か。

施設設備の管理・点検

危機管理体制の整備

職員会議

校務分掌

教育目標達成1

学校評価の意義・結果及
び公開

校内LANの活用について

学校行事

接遇

協働体制

業務遂行上の知識

創意工夫

目的意識

業務の処理

計画的な研修の実施

実践的指導力及び専門性
の向上

地域や関係機関と連携し
た安全な学校づくり

家庭・地域・関係機関へ
の情報発信

学校行事

環境美化6

5

4

3

2

11

10

9

8

7
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価 20
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８
学校評価

〈　H29　学校評価集計結果　事務現業部　〉（H29.12月）

◎：達成できている　○：ほぼ達成できている　△：あまり達成できていない　×：達成できていない　？：わからない　

学校の教育目標 評価欄(下段フォントが小さい値は昨年度）

事務現業職員：事務長 (１名)、事務職員(５名)、用務員(１名)、介助員(３名)、学校栄養職員(１名)、調理員(２名)　12名回収/13名中（回収率93%）
1名は8.3％

学
校
運
営

１
組織運営

２
開かれた学

校
づくり

３
教職員の資

質向上

分
掌
事
務

４
事務分掌

７
業務の情報化

６
特別活動

５
外部対応

3



〈　学校評価集計結果　児童生徒　〉

アンケート項目（こうもく） ◎ ○ △ × ？

62.5% 25.0% 6.3% 3.1% 3.1%

65.6% 31.3% 0.0% 0.0% 3.1%

87.5% 3.1% 6.3% 0.0% 3.1%

87.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%

59.4% 21.9% 3.1% 0.0% 15.6%

75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

87.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%

71.9% 25.0% 3.1% 0.0% 0.0%

87.5% 9.4% 3.1% 0.0% 0.0%

90.6% 9.4% 0.0% 0.0% 0.0%

68.8% 31.3% 0.0% 0.0% 0.0%

81.3% 15.6% 3.1% 0.0% 0.0%

78.1% 12.5% 6.3% 3.1% 0.0%

90.6% 6.3% 0.0% 0.0% 3.1%

75.0% 21.9% 3.1% 0.0% 0.0%

84.4% 15.6% 0.0% 0.0% 0.0%

62.5% 25.0% 9.4% 0.0% 3.1%

68.8% 25.0% 0.0% 0.0% 6.3%

56.3% 28.1% 9.4% 6.3% 0.0%

71.9% 28.1% 0.0% 0.0% 0.0%

78.1% 18.8% 0.0% 3.1% 0.0%

87.5% 6.3% 0.0% 0.0% 6.3%

75.0% 21.9% 3.1% 0.0% 0.0%

71.9% 25.0% 0.0% 0.0% 3.1%

53.1% 15.6% 15.6% 9.4% 6.3%

31.3% 46.9% 15.6% 6.3% 0.0%

65.6% 25.0% 9.4% 0.0% 0.0%

59.4% 37.5% 0.0% 0.0% 3.1%

62.5% 25.0% 9.4% 3.1% 0.0%

68.8% 25.0% 3.1% 0.0% 3.1%

65.6% 25.0% 6.3% 3.1% 0.0%

68.8% 15.6% 12.5% 0.0% 3.1%

62.5% 21.9% 6.3% 3.1% 6.3%

71.9% 18.8% 9.4% 0.0% 0.0%

62.5% 28.1% 9.4% 0.0% 0.0%

81.3% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0%

68.8% 15.6% 15.6% 0.0% 0.0%

68.8% 18.8% 9.4% 0.0% 3.1%

68.8% 15.6% 9.4% 0.0% 6.3%

71.9% 18.8% 0.0% 3.1% 6.3%

69.4% 20.2% 6.6% 1.7% 2.2%

73.4% 21.3% 2.8% 0.5% 2.0%

授業で自分の考えをまとめたり、発表することがよくある。

給食はくふうがありえいようも考えられいて、おいしい。

総計

先生のことばづかいはていねいでよい。

校しゃ内・外やトイレ等のせいそうはていねいできれいである。

学校では、いじめや ぼう力が ない。

先生や友だちはあいさつがよく、元気があってよい。

担任（たんにん）の先生の他にも、気軽に相談や話のできる先生がいる。

先生は、よくほめてくれる。

授業では、パソコンやiPadなどのICTききをよく使っている。

先生は、授業でわからないことをていねいに教えてくれる。

先生は、教え方をいろいろ くふうしている。

地いきに出ての 学習や、他校と交流する きかいがあり、内ようも じゅう実している。

地しんや 火事のときはどうすればよいか、よく知らされている。

先生は、命の大切さや社会のルールについて教えてくれる。

（小学部）そう合てきな学習の時間は楽しみである。
（中・高等部）総合的な学習の時間では 集だん生活での 思いやりや、なかま作りについて
考える き会があり じゅう実している。

先生は、わたしたちの しょう来のこと などについてよく考えてくれる。
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8

7

6

5

9
（小学部）じゅぎょうでは、実けんや 物づくりなど 体けん学習が たくさんある。
（中・高等部）授業（じゅぎょう）では、実験や物づくりなど体験学習が じゅう実している。

（H29.12月）

小学部：５名　　中学部：１４名　　高等部:１３名　（32名/34名中[回収率94％]　※小学部5年以上のⅠ類型・ⅡA類型の児童生徒）
1名は3.1％

◎：よくあてはまる　　○：ややあてはまる　　△：あまりあてはまらない
×：ぜんぜんあてはまらない　　？：わからない

1 学校に行くのが楽しい。

評価欄(下段フォントが小さい値は昨年度）

4

3

2

（小学部）じどう会活動が さかんで 楽しい。
（中・高等部）生徒会活動が さかんで じゅう実している。

（小学部）文化祭・運動会・宿はく行事などの学校行事は、楽しみである。
（中・高等部）授業以外にも学校行事（文化祭・運動会・宿はく行事など）が じゅう実してい
る。

4
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【教職員自由記述】 

(1)本校の教育について意見や要望を書いてください。（教職員） 

1 (全体）学校の掲示物が充実しつつある。 

2 
（中学部・高等部）高等教育への進学を希望する・しうる生徒に対しては、中･高の事実上の一貫性の強みを活かした授業の

あり方が望まれるのではないか。必要以上に高等部入試を意識させていないか。 

3 ３学部縦断的な「自立活動支援部」の強化 

4 「(高等部)社会に出ることを見据えて、生活態度や言葉遣いなどの指導をもう少し厳しく行っても良いのではないか」 

5 個人情報は分かりますが進路先教えて下さい。 

6 

①（図書・掲示）数年前から気になっているが、掲示物の掲示場所が自由になっている場所が校内中に多々あり、古い物や意

味不明な掲示物が、窓ガラスや廊下に何年も貼られている。見たくなる掲示板を目指して、工夫が必要である。②昨年も反省

にあったが、特に実態の重い生徒にとっては、計画しにくい演劇鑑賞や音楽コンサートが校内で鑑賞できればよいと思う。 

7 

(全体）作業担当職員の協力で、全体で共通して使える生徒作品展示場所ができて良かった。素晴らしいと思う。 （全体）養

護教諭・看護士の協力体制が良く、医療的ケア生徒の教育活動が充実している。給食注入の場所を、教室でできるようにして

もらえたこと、生徒の学習活動の場所に看護士が来てくれることは、とてもありがたい。看護士と教諭の連携もとりやすく、

看護士さんも、生徒のポジショニングなど、場面によって適切なアドバイスをしてくれていて助かっている。  

8 

・(管理者)新学習指導要領に向けた教育課程の再編成に向け、小中高の学部単位で教育課程係の先生方を中心に動いてもらっ

ていますが、小中高全体を集めての説明や管理者からの意思表示がないためか、再編成に向けての職員間での温度差があるよ

うに感じます。また、新学習指導要領に向けた教育課程の再編成への理解度の温度差もあると思います。ぜひ、小中高全体を

集めて、管理者からの意見、意向を伝えていただきたいですし、全体での新学習指導要領に向けた研修の時間設定をしていた

だきたいです。 

9 生徒一人一人が生き生きして明るい雰囲気の学校作りが出来ていると思います。 

10 

(全体）エアートランポリンや、ボールスライダーなどが常設でき、またキャスターボード ets で遊べるようなプレイルーム

があったらいい。今の校舎のスペースでは難しいかもしれないが、自由に遊べる場所があれば、子どもたちの身体の動きをも

っと引き出せると思う。常設であれば、休み時間などの、少しの時間でも子どもたちを遊ばせることができる。また、」調整

次第で、他の学級の児童と交流ができる。現在は、ごやらんどが体育館にあって、ブランコやトランポリンで揺れる体験を多

く与えたいが、教室から遠いので、移動に時間がかかり、使える時間が限られてくる。かつ、安全面でも、医ケア室から遠く、

教師一人の時は重度の子は連れて行かないようにしています。 

11 

学部や全体でざっくばらんに会話をする、強制会話時間をもうけたい。部主事の協調性を高めてゆく行動は大変良いきっかけ

づくりになっている。とても良い。勤務時間外の集まりも大切だと思う。集まる人だけだけでは毎回おなじ内容になり学部や

全体の様子が見えてこない。子どもたちの指導の困り感、職員一人一人の抱えている悩みなど、日頃、休憩時間で話すことで

学部会では、もむような話もスムーズに解決できる内容がほとんどである。また、気持ちよく意見がだしやすい会議になる。

会議のモヤモヤは日頃のコミュニティーの充実さが大切ではないかと思う。それができないとストレスチェックなどをやる事

態に。大きい現場ではあるが、ストレスが少しでも減るよう、もう一度会話をしてゆきましょう。忙しさはみな平等です。病

気になったら遅いです。よい人材が豊富な職場です。輪、協調性の実現は行動に表さなくてはいけないと思う。人間性を育て

る学校現場です。会話で安心感を持たせ、支え合っていきたい。 

12 

(図書部)掲示物が充実していて、しかもカラーで印刷してくださっているので、生徒たちの食いつきもよかったです。 (図書

部)「すこやか」の内容ですが、主に写真が多いと聞いています。前回の職員会議の話を聞くと設立当初は俳句や詩を書いて

いたようなので、夏休みに入賞した作品(絵画、作文、書道等)を掲示するのはいかがですか？また、高等部(Ⅰ課程やⅡA・ⅡB

課程)３年生では卒業短歌や俳句等の取り組みを行い、記載するのはどうでしょうか？ 

13 

・知的と肢体不自由が入っているので、授業の範囲が広く、動きやすいように対応できないかと思う。 ・校外学習から大き

な行事まであり、教科の授業が少なくなりがちなので、よい方法がないかと思う。  （行事の教育的な重要性もあり、減ら

せともいいにくい。） ・会計やその他の学級事務があり、授業の準備がやりにくい。学級事務の簡素化ができないかと思う。  

14 

小中高一貫、連携のための学級持ち上がり、引き継ぎについて 

年度末に前担任からの面談や文書等による引き継ぎの時間が設定されているが、その時間だけでは不十分である。特に問題

(担任が、保護者や生徒と合わないなど)がなければ担任は持ち上がりにしてはどうか。 

また、小 6から中 1、中 3から高 1へも担任持ち上がりをしてはどうか(特に医ケア児)。 

引き継ぎ等もスムーズに行くのでは。（保護者も安心だし、新しく来た担任に 1から説明するのも面倒ではないか） 

15 

高校入試に関して 

他の県立高校が、推薦、連携入試を実施している時期（1月中旬）に調査書、面接(保護者同伴)のみの筆記試験なしで実施

できないか。 

Ⅰ，Ⅱ課程等クラス分けが必要な場合は、中学 3年の学年末テストの成績等で判断してはどうか。 

16 

成人祝賀会に担当職員が会費（5，000 円）を払ったり、卒業前研修で、職員が食事代（3，500 円）を支払うのはおかしい

のでは。お金を払ってまで仕事をしたくない。 

どこかの予算で補助することはできないか。 

17 （小）自立活動の専門性の強化対策としての「学部間横断の自立活動部」の設置 

18 「チーム鏡が丘」のもと、全職員体制で教育活動が取り組み行われていると思いました。 

19 （中）打ち込み例と同じですみません。掲示コーナーがすてきに変身して、生徒の作品がさらに輝いている。 

20 (小)儀式の時間が長い。１時間カウントが実際は１．５時間になっていたりする。教科指導を行っている児童生徒にとって



6 

 

は、時間数確保はぜひ行ってほしいので、儀式のプログラム内容の精選を希望したい。 （小）職員どうしで指導内容のこと

やノウハウ等について話し合えるような時間がほしい。グループ研究の報告書つくりや資料データ入力、会計業務等、もっと

やりようによっては簡素化できることもあると思う。必要最低限のすべきことを明確にして業務を精選してほしい。  

21 
(高)進路指導が不十分と思われる。学期毎に進路面談の日程を設定する。進学、就職、福祉就労、生活介護など次に繋がる

ような実習を行ってほしい(繋がっていない) 

22 

中）全体の行事、学年の行事等があり、授業が補充やカットになることが多く、授業が進みにくい。行事も大切な教育では

あるが、授業の準備が間に合わない。記述評価数値評価と評価も複雑である。やりやすい方法は無いのかと思う。通知表、出

席簿の整理の二重、三重のチェックがあり、その他の学級事務も含めて簡素化できたら良いと思う。 

23 
（小）医ケア看護師さんたちの登下校のチェックでは楽しい会話も弾みとても気持ちよく次へすすめられる。毎日とてもホ

ットステーションになっている。実態を把握していてくれて、保護者にもよく話す安心な話題になって、感謝します。 

24 
改善点だと思う部分のみ書きます。 （高）生徒を甘やかしすぎで厳しい教育が出来ない。自分から挨拶が出来ていない。

生徒がお客様みたい。    支援と甘やかしの見極め、難しいですが、威厳を持った教育が足りない気がします。 

25 
(小)主事によるスムーズな学部運営が助かっています。いつも気にかけて教室を見回って頂き教師の補充を考えてもらいあ

りがたいです。 

26 小・中・高・舎の指導方針について、違いがあるのは当たり前。めざす児童生徒像さえ一致していればいいと思う。 

27 
（中）新学習指導要領の実施に向けた準備が校内で活発に行われ、先生方も意識しつつある。他学部について詳しくは分か

らないが、中学部においては、先生方の多くが教材研究に積極的に取り組み、努力の成果が出てきているように感じます。 

28 

①各学部、学年、部署、分掌部などで、組織として業務を進めている。（各主任等の役割、業務内容が明確になってきた） 

②校内研修やｸﾞﾙｰﾌﾟ研究等で、教職員の専門性の向上と児童生徒の支援指導、生きる力につながっている。 ③保護者や関係

機関、地域との繋がりが構築されつつあるので、継続して連携を深めていきたい。  

29 (高）行事が多すぎて、ひとつひとつの学習の事前事後学習をする時間がない。 

30 (高）全体的に雰囲気がよくなってきていると感じている。 

 

(2) その他、お気づきの点がありましたらご記入ください（教職員）。  

(2)1 
（高）卒業後の社会参加を見据えた活動を小中高継続して、児童生徒の体験を積み重ねる工夫を追求し続けたい。（全体）
下校時の交通整理を担外の職員が行ってくれている。 

(2)2 
(全体)忘年会などは参加者からは徴収してもいいと思います。参加可否を前もってとっているので、やむなく参加できな
い人には少しでも返金してはどうですか。 

(2)3 校舎全面改築にむけての行程表 

(2)4 朝の 10分進路指導お願いします。 

(2)5 休憩時間の問題を早く解決し、全教職員が適切に休憩を取れるようにしていただきたい。 

(2)6 
・(全体)主事会の時間設定を再確認していただきたいです。主事会が長引くことが多く、授業に現れないことが多々あり、
一緒に入っている職員、生徒への負担が大きいです。いま一度、時間をきちんと守るようよろしくお願いします。 ・(研
修部、保健、自立活動その他夏休みに研修を実施している部署の方々)夏休みの研修の精選をよろしくお願いします。 

(2)7 
職員の休憩時間の配慮ができていない。管理者は、早急に解決（時間を変更）しなければいけないと思う。また、職員は
生徒下校後の互いの休憩時間を守らなければいけない。もし必要ならば互いに配慮して仕事をするべきである。 

(2)8 
管理者と職員のコミュニケーション不足を感じる。日頃見えないところで一生懸命頑張っている職員を評価対象ではな
く、人権を持った一個人として尊重してほしい。見下されているような発言や言動がとても気になった。 

(2)9 
（全体）徴収金のまとめ方が、やはりすごく買い物しづらいように感じる。伺い書も、会計のまとめも、学期の終わりに
まとめて提出ではだめでしょうか（学期に２回に分けてでもいいです）。 

(2)10 

防災対策についてですが、地震津波避難訓練で地震が発生したときの初期対応のシュミレーションが不十分であると思い
ます。肢体不自由の生徒が通う本校において「地震が発生したら机の下に隠れて」と指示しても、車いすに乗っていたり
障害の度合いによってほとんどの生徒が、机の下に隠れるのが不可能だと思います。 また、教師が覆い被さって守って
もそのときに落下物が落ちてきて教師が怪我をしたら、生徒の避難・安全確保も困難となります。 こういう場合、本土
では必ず小学校入学時に防災ずきんを購入しています。値段は千円から二千円程度で卒業まで使えると考えると決して高
い買い物ではありません。是非購入を検討してはいただけないでしょうか？ 大地震等に対しての防災意識の低さは沖縄
県全体に言えるものだと思います。特別支援学校のように児童生徒の速やかな避難が難しい学校だからこそ率先して、災
害時の安全確保にしっかりと力をいれていかなければならないのではないでしょうか？ 

(2)11 
・(全体)スペシャルオリンピックなどは学校の PTA 活動？なのでしょうか？ 学校の PTA の仕事となっているのに少し疑
問を感じませんか。  

(2)12 (全体）行事、研修の精選をして欲しい。 

(2)13 
（全体）下校時の混雑が気になる。後方にデイサービスの車が見えていても、渋滞中で、なかなか引き渡せない時があっ
た。 （全体）保護者の送迎の車ですが、校内に入ってくるときや出ていくときに、かなりスピードが出ている車を見か
ける時がある。「校内では、徐行運転でお願いします。」などの表示はありますか？  

(2)14 学習環境の改善（夏場の暑さ対策、ICTネット環境の整備） 

(2)15 
管理者が職員を児童生徒のように管理・評価していると感じることがある。時と場合によっては生徒の実態をよく知って
いる職員を信頼して任せてほしいと思うことがある。 

(2)16 

・(管理者)学校が開く時間を統一してくださると助かります。開く時間を統一してくだされば、もう少し余裕をもって行
動できますので、ぜひご検討ください。 ・(高等部)今年一年、突発的な行事のすべりこみが多かった印象があります。
次年度に向け、年間計画で早めに表示してくださると助かります。関連して、今年度は生徒会選挙立候補者紹介や修学旅
行壮行会、交流等の年間計画での「校時」表記がなく、特別活動の時間帯とバッティングするケースが数回あったので、
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次年度への引き継ぎも兼ねて、次年度の年間計画で行事を表示する場合「校時」まで表記してくださると、こちらも４月
の時点での特別活動や生活単元学習の年計を計画的に立てることができ、助かります。  

(2)17 
・軍用機の音がうるさい、国やアメリカ軍に授業の障害になることを訴えてほしい。 ・管理者から健康管理の為に、体
調が悪いときには休んでくださいと言われても、学級事務や授業の準備が気になり、からだは休めても心がやすまらない。
言葉だけではなく、学級事務を簡素化してもらいたい。 

(2)18 （小）校舎改築計画の早期策定 

(2)19 「出勤時刻が守られていない。仕方のない場合もあるが、事前連絡をし年休処理をした方がよいと思います。」 

(2)20 (高）教材費の手続きが多すぎる。事前に出すため、後からアイデアや工夫が閃いても自腹になる。改善できなか？ 

(2)21 
（小）教材購入について土日の日付ではだめという話があったが、土日以外どこで教材を購入すればいいのか？平日は児
童生徒が返るまで離れられない。 

(2)22 (高)PTA 会費などはもっと簡素化してほしい。 (高)女子生徒の介助にも力が必要です。女性の介助職員も配置してほしい。 

(2)23 行事の精選が必要（中） 

(2)24 
私費会計の処理、学級事務の簡素化等をやり、動きやすくしてほしい。 衛生委で、学校の上を軍用機が飛ぶのを抗議し
てほしいとあったと思うが、立ち消えになっている。新聞に載せる又は、直接抗議することをやってもらいたい。 

(2)25 

（小）学部でざっくばらんにおしゃべりをする強制会話時間をもうけたい。部主事の協調性を高めてゆく行動はよいきっ
かけづくりになっている。しかし一人だけで大所帯をまとめることは難しい。学部の季節の慰労会や、お楽しみ会、（忘
年会が１度もない）ので設けたい。集まる人だけでは毎回おなじである。子どもたちの指導の困り感、職員一人一人の困
り感など、普段しゃべることで、学部会でもむような話もスムーズに解決できる内容がほとんどである。会議のもやもや
は日頃のコミュニティーの充実感が大切。それが出来ていないから、ストレスチェックなどやる事態に。大きい現場では
あるが、ストレスが少なくなるよう、もう一度話していきましょう。忙しさはみな平等です。病気になったら遅いです。
よい人材が豊富です。輪、協調性を求めるのは行動に表さなくてはいけない。人間性を育てる学校現場です。人間らしさ
を発信していきましょう。 

(2)26 

・小中高一貫であるなら、小学部 6年から中学部 1年、中学部 3年から高等部 1年へ持ち上がる職員を出してほしい。（生
徒の実態把握や、移乗、排泄時等安全面の考慮から）特に医ケア児の引き継ぎは、学年末の 1時間程度では難しいのでは。 ・
出退勤記録簿の結果がどうなっているのか教えてほしい。残業の多い職員に対して、校務の負担を軽減させたりしてるの
か。 ・行事の精選について話し合う場が欲しい。 

(2)27 

デイサービス等のお迎えが遅く、業務に支障をきたしている。3時半下校の時は、休み時間も少ししかとれない状況であ
る。（駐車場への坂道で並んで順番待ちをしている時は仕方ないが、明らかに遅く来るところもある。）また、利用する
児童生徒が二人以上いる場合は、職員も二人以上で来てほしい（中には発作のある子もいて、安全面で心配）。デイサー
ビス等へ協力依頼することは難しいでしょうか？ 

(2)28 
(小)四月のデイサービスとの連絡協議会の時には、児童を待たせないように学校に迎えにきてもらえるよう確認してもら
いたい。複数の児童生徒を迎える時にデイから一人で迎えにきて、送迎車に乗り込むときに時間を要している。なるべく
なら複数できてもらい児童生徒の安全を考えてもらいたい。 

(2)29 
・やはり会議やデスクワーク（特に会計関連など）は多いと思う。もっと子どもに対して直接使える教材作りに時間を割
きたいのだが・・・ ・休憩時間は、３時４５分からという形でしっかり確保してほしい。 

(2)30 
①訪問学級の取組が素晴らしかったと思う。昨年度、いろいろな課題が出され、解決にむけた努力に感謝する。 ②安心
安全な取組を各部署で取り組んでいただき、課題が出たときも改善策を検討しているので感謝する。 ③学舎連携ができ
てきて、学校全体で取り組むことができてきた。 

(2)31 (高)保護者が話しやすい雰囲気作りをどの学部も行っている。 

(2)33 
（高）生徒の個人情報の保護は徹底されているのに、管理者の職員についての個人情報の保護についての配慮が   足
りない。通常学校に比べて必要以上に管理体制が厳しい感じがする。 

(2)34 （舎）在舎生が楽しく過ごせるよう、また、今後の入舎生増に向けて、行事の工夫等に取り組んでいる。 

(2)35 （高）掲示板・作品展示が充実してきている。 

(2)36 
職員の休憩時間の配慮ができていない。管理者は、早急に解決（時間を変更）しなければいけないと思う。また、職員は
互いに生徒下校後の休憩時間を守らなければいけない。もし必要ならば互いに配慮して仕事をするべきである。 

(2)37 (全体）災害時の体制をもっと強化していきたい。 

(2)38 徴収金の処理が、もう少しスムーズに行えないでしょうか。週末に買い物をしないと、日頃の買い物はかなり厳しいです。 

【事務現業自由記述】  

(2) その他、お気づきの点がありましたらご記入ください（事務現業）。  
1 どう評価していいかわからない項目が多々ありました。 

【児童生徒自由記述】  

学校で、こうすればいいとおもったこと（アイデア）があったら、おしえてください。 

1 (中学部)アンケートの字が小さくて読めなかったです。 

2 （小学部）給食でココアが飲みたいのでお願いします 
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保護者自由記述  

(1)本校の教育について意見や要望を書いてください（保護者）。 

1 

学校の雰囲気がとても優しくあたたかく、ほのぼのとしているでの、親が安心して子供をお願いできるので毎日とても感謝し
ています。 自閉の強い子どもなので先生方も大変だと思いますが優しく丁寧に接してくれるので、学校に行くのを嫌がる事
もなくなりました。 これからも今まで通りに子ども達がリラックスして安心して学校生活が過ごせる場所であることを願っ
ています。 よろしくお願いします。 

2 部活ができたら、学校生活がもっと楽しく過ごせそうです。(軽いダンスクラブや車いすの子ども達にも出来る球技など) 

3 
学級、学部を超えて多くの先生方が明るく声をかけて下さるので、子どもも喜んでいます。学校がとても楽しいようです。 子
どもから直接学校での様子を聞くことができないのですが、担任の先生が毎日細かく連絡帳を書いて下さるので、安心して預
ける事が出来ています。 楽しい授業をありがとうございます。 

4 

先生達が明るく元気があって、子供の刺激になってすごく楽しそうです。私達親もいっしょになって楽しんでいます。 4月
に入学して、先生に娘の興味のある事や好きな事について気づいてもらえて、本人が嬉しくて表情や体を動かして表現してい
るのを見て、私はすごく感動してます。 鏡が丘特別支援学校に入学して良かったです。 これからも先生達といっしょに娘の
成長を楽しみにしています。 

5 
登校時から下校まで、担任以外の先生方や校長・教頭先生他、職員のあいさつや声掛け等、生活しやすい環境づくりに子ども
が「学校に行って楽しい、早く行きたい。」と言っているのが嬉しいです。 素晴らしい学校だと思います。 

6 
子ども達をよく理解してくれていると思います。コミュニケーションがむずかしい場合でも、根気強く接していただき、それ
は、毎朝、子どもが笑顔で登校する様子に表れていると思います。 通常より、倍、手がかかりますが、いつも感謝していま
す。ありがとうごいざいます。 

7 
生徒１人１人に対応できるマンパワーのすごさ、また、先生方の明るく、生徒の個性に合わせた対応が素晴らしいと思います。 
高校から鏡が丘に入学していますが、理想に近い学校です。これからもよろしくお願いします。 

8 
いつも子ども辰の発達を考え対応して下さりありがとうございます。 
文化祭や運動会等行事でも、先生方の工夫・アイデアがふんだんに盛り込まれ、1 人 1人が生き生きと活動している様子を嬉
しく思っています。あと 2年しかありませんが、卒業までよろしくお願いします。 

9 

裏門から入って体育館に向かう道ですが、先生方の車の駐車場が縦列してあり、対向車が来た時、お互いに困ります。相手が
バックして少しスペースがあいてある所まで寄ってから通る形になり、危ないし、大変です。 縦列駐車するには、(駐車場が
なく)仕方ないと思いますが、どうにか対策はないですか？ (ポールを立てて)間隔(車 1台分)をあけて駐車するとか、どうで
すか？ 
 

→ご不便をかけ申し訳ございません。また、貴重な提言にも感謝します。このことについて関係部署で検討し、安全対策
をすすめて参ります。 

10 

本当にとても細かい面で申し訳ないのですが、学校で使用している物品、マクラやタオル等が汚れている時には保護者へ報告
してもらいたいと思いました。 それと、本人の身なりや衛生面ももう少し気にして欲しいと思うのですが・・・。 帰ってき
た時に、くちびるがカピカピだったり、鼻の穴に鼻くそが見えていたり、顔がテカテカに。帰ってきた時にはびっくり・・・。 
 

→児童生徒本人及びご家族の皆様に、不快な思いをさせたことに対しお詫びいたします。早急に、このご指摘を全職員で
共有し、保清についての認識を高めるように努めたいと思います。 

11 

医ケアができるナースがいるのであれば、その医ケアをよりよくできる環境にしてほしい。 
 

→本校は「校内医療的ケア実施要項」に基づき医ケアを実施し、学習活動が円滑に進められるよう学習環境を整えていま
す。医ケアに関する学期毎のアンケートや 1月の医ケア保護者説明会等を通して集められた諸課題については、医療的
ケア実施委員会で、一つ一つ丁寧に向き合って改善や工夫を図っているところですので、今後とも忌憚のない積極的な
ご指摘やご提案をいただけたらと考えております。保護者の皆様と教職員、看護師が共に連携して安心安全な医ケアを
実施できたら幸いです。 

12 

・中学部は小学部と違い、教科担任制なので、いろいろな先生方との関わりがあるようですが、そのことについてもご報告し
ていただけるとありがたいです。 ・家庭ではできない様々な体験活動をさせて頂いている事に感謝します。 
 

→学級通信や保護者面談等を活用して、情報共有に努めて参ります。 

13 

通学と訪問が別々になっている事は、仕方がないですが、展示等はやっぱり分けずに、同学年と一緒にされていて欲しいなあ
と。イベント等の時にさびしい気持ちになるのと、学年以外の場に展示されていたりしているのかなあ？見落としたかな？と
苦労・心配するので、見直されるとうれしいです。 
 

→通学と訪問を分け隔てなく対応するよう気をつけていたつもりでしたが、配慮が足りず心よりお詫びいたします。今後、
更に気をつけて対処いたしますので、気になることがありましたら、今後とも担任等を通して遠慮なく声を聞かせて下
さい。 

14 

校舎が古く、建物内が暗く感じられる。 冷暖房設備は、子ども達の体調にかかわる事なので、しっかり整備し、クーラーが
寒すぎたり、冬の寒さ対策が難しくならないように配慮してほしい。 
 

→昭和 57 年の移転に伴う建築から 36 年余り経った本校校舎は、県立学校ではかなり歴史のある建物の一つです。歳月と
共に劣化してますが、残念ながらまだまだ建て替えの話はありません。しかし、大規模トイレ改修工事や各所へのクー
ラーや網戸の取り付け、様々な補修等を行い、現在もこの古い校舎を大切に維持しております。校舎の古さは替えるこ
とはできませんが、毎日教職員が一生懸命掃除し、至る所に児童生徒の作品等を掲示し、少しでも明るく清潔な雰囲気
がでるよう努めているところです。また、今年度は常設展示スペースも設置してみました。是非、保護者の皆さんのア
イデアもいただきながら、明るく清潔な子ども達の学び舎を共に造っていきたいと考えております。 

→また、冷房については、気象状況や児童生徒一人一人の体調に合わせて、こまめに配慮して参ります。併せて、寒さ対
策については、校舎に暖房設備がないため、重ね着により保温したり、戸や窓の開閉調整等により教室の機密性を高め
たり、加湿器等により湿度を上げたりするなど工夫し、一人一人の体調管理に努めて参ります。 
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(2) その他、お気づきの点がありましたらご記入ください（保護者）。  

1 

仕事もあり、授業参観もなかなか行く事が出来ずに普段の様子を見る事ができないので、特に気づく点はありません。 何かあ
れば、その都度、先生に相談させていただきたいと思います。 
 

→気づいたことがありましたら、小さな事でもいつでも担任等を通して遠慮なく声を聞かせて下さい。 
 

2 

障害のある子どもをかかえる親はみんな我が子の将来…学校を卒業した後ちゃんと過ごしていけるか、どのような進路、生活
になるのか不安に思っていると思います。どういう障害の子がどのような道に進んだパターンがあるか、どのような支援があ
るかなどの情報が学校から親に与えてもらえると助かります。 情報が欲しいです。 
 

→貴重なご意見ありがとうございます。これまでも 4 月の「保護者対象進路オリエンテーション」や「進路だより」等を通
して情報共有に努めてきましたが、さらなる情報発信や共有方法の工夫をして参ります。 

 

3 

県全体の予算委はなるかと思いますが、登校時間の早い時間(例えば 8：00前後とか）の受け入れが可能になると、保護者は多
様な働き方ができると思いました・・・。 
 

→登校時間を早めるについては、沖縄県職員の労働条件にも大きく関係するため、本校単独でご要望に応じることはできま
せん。大変申し訳ございませんが、引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

4 

私事ですが、先生たちの名前が覚えづらくて、できれば皆さん名札をしてほしい。 
 

→名札は、来客対応時などの際に着用しておりますが、授業中は生徒の様々な日常生活介助の際に差し障る等の意見があり、
勤務中常時着用を義務付けしていないのが現状です。円滑なコミュニケーションは、名前や顔を覚えることから始まると
言われています。教職員も保護者もお互いが名前を覚えられる工夫を検討していきたいと考えております。 

 

5 

先生方の仕事がオーバーワークにならないよう、先生方の職場環境作りにも管理職の先生方はご配慮頂けたらと思います。(十
分やっているとは思います) 
 

→お心遣いありがとうございます。教職員がオーバーワークにならないよう毎年調査分析し、適切な対策を講じて参ります。 
 

6 

車道がせまく行事の際は行く事にストレスを感じます。もう少し、改善されたら嬉しいです。よろしくお願いします。 
 

→ご不便をかけ申し訳ございません。このことについて関係部署で検討し、安全対策をすすめて参ります。なお、校舎前の
相互通行が難しい幅員が狭い箇所を 2月上旬に拡張工事し、ゆとりを持って相互通行できるよう改善しました。 

 

7 

職員同士の伝達があまりできていないと感じる。（担当の先生が休んでも他の職員が対応できるようにして欲しい） 
 

→ご指摘を真摯に受け止め、生徒の教育の保障を最優先で対応して参ります。 
 

8 

全ての配布物（おしらせ、アンケート、その他）に学校名をきちんと記入していただき、助かっています。（複数の学校から
同じような物が来るので、、、）  
先生方を含めた座談会（ワークショップ）をまたやっていただけませんか？とても楽しかったので、、、一緒に子ども達のこ
とを考えてくださると心強いです。 
 

→今年度 10月「保護者情報交換会」を企画し、ざっくばらんに情報交換することができました。ありがとうござます。次
年度も設定し、情報共有の場として更なる充実に努めて参ります。 

 

9 

担任が咳や鼻風邪がある時は子供と接触はさけてほしいです。 
 

→不快な思いをさせたことに対しお詫びいたします。厚生労働省から「咳エチケット」の啓発があり、校内でも周知を図っ
ているところです。また、本校生徒の実態に配慮した感染拡大予防の観点から、教職員にはマスク、手洗い、衣服の交換
等を徹底し、少しでも体調不良があったら無理せず休養（療養）するよう日頃より呼びかけています。ご指摘のことにつ
きましては、当該学部のみならず全教職員で更に周知徹底を図っていきたいと考えております。 
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平成 29 年度 学校評価及び各アンケート分析と考察 

県立鏡が丘特別支援学校 

学校評価委員会 

Ⅰ はじめに 

 今年度の学校評価にかかる各アンケートの分析・考察は、アンケート結果を受けて、各学部・寄宿

舎で課題を共有し、必要な項目について説明や改善策の検討を行い、学校評価委員会で課題や職員会

議での提案事項、外部への公開内容の確認を行った上でまとめられたものである。 

 今後は学校評議員への報告、学校評議員による学校評価と助言を加え、学校内で掲示し、保護者や

関係者に提示するとともに、学校ホームページで公開する予定である。 

 

Ⅱ アンケート分析と考察 

１ 教職員自己評価及び保護者アンケートの概要 

 昨年度、20 項目に整理された項目をそのまま引き継ぎ。昨年度との比較を試みた。昨年度と同様に

教職員用と保護者用で評価項目の順序や内容に統一感を持たせ、それぞれの視点での評価を比較検討

できるようにした。 

事務職員や現業職員については、児童生徒の教育に直接関わっていないところでの業務が多いこと

から、教諭や寄宿舎指導員等とは別にして業務内容に沿った評価項目を設定した。 

「◎よくあてはまる」と「○ややあてはまる」を良好な評価（以下、「良好な評価」とする。）と

して、「△あまりあてはまらない」と「×全くあてはまらない」を検討の必要な評価（以下、「検討

が必要な評価」とする）として捉えられる。 

 

２ 全体的な結果 

 事務現業職員、教職員 136 名に無記名のアンケートを依頼し 131 名から回答が得られた（回収率

96％）。また保護者 136 名に無記名アンケートを配布する形で回答を依頼し、69名から回答が得られ

た（回収率 51.0％[H27 年度 47.6％ 平成 28 年度 50％]）。また小学部 5年生以上のⅠ類型・ⅡA類

型の児童生徒 34 名に教師・または保護者が説明する形でアンケートをとる形で回答を依頼し 32 名

（回収率 94％）から回答が得られた（表１）。集計結果の総計における各評価が占める割合を表２に

示す。 

表１ 対象者と回収率および結果の 1名当たりの割合【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

児童生徒は昨年度対象者を絞らず、提出できる人は提出としていたため回収率は算出できない 
 対象 対象者（名） 回収数 回収率 結果の 1 名当

たりの割合 

事務現業職員 事務長、事務職員、用務員、介助員、学

校栄養職員、調理員 
13 12 

93％ 

(100) 

1 名は 

約 8.3％ 

その他の教職員 校長 教頭 小 中 高 養護教諭 

実習教諭 寄宿舎  
136 131 

96％ 

(100) 

の 1名は 

約 0.75％ 

保護者 全保護者 
136 69 

51％ 

（50） 

1 名は 

約 1.45％ 

児童生徒 小 5年以上 Ⅰ類型・ⅡA類型 
34 32 

94％ 

（－） 

1 名は 

約 3.1％ 
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表２ 事務現業職員、教職員と保護者の集計結果の総計における各評価が占める割合 

【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

※今年度の事務現業職員の 1名は約 8.3％ 教職員の 1名は約 0.75％ 保護者の 1名は約 1.45％ 児童生徒の 1

名は 3.1％にあたる。 

評価 
事務現業職員 

12 名 
教職員 
131 名 

保護者 
69 名 

児童生徒 
32 名 

◎よくあ
てはまる 

25.4 
（14.7） 

良好な
評価 
87.1% 
(76.7) 

55.2% 
(49.9) 

良好な 
評価 
97.5% 
(95.9) 

62.9% 
(57.8) 

良好な
評価 
89.9% 
(89.7) 

69.4％ 
（73.4） 

良好な
評価 
89.6% 
(94.7) 

○ややあ
てはまる 

61.7 
（62.0） 

42.3% 
(46) 

27.0% 
(31.9) 

20.2％ 
（21.3） 

△あまり
あてはま
らない 

12.9 
（4.3） 

検討が
必要な
評価 
12.9 
（4.6） 

2.2% 
(3.5) 

検討が必
要な評価 

2.4% 
(3.6) 

3.5% 
(3.6) 

検討が
必要 
な評価 
4.2% 
(4.1) 

6.6％ 
（2.8） 

検討が
必要 
な評価 
8.3% 

(3.3) 

×全くあ
てはまら
ない 

0 
（0.3） 

0.2% 
(0.1) 

0.7% 
(0.5) 

1.7％ 
（0.5） 

？わから
ない 

0 
（18.7） 

 0.6% 
(0.5) 

 
5.9% 
(6.1) 

 
2.2％ 
（2.0） 

 

 

３ 教職員（事務現業を除く教諭・寄宿舎指導員等）と保護者の集計結果と考察 

教職員用と保護者用で評価項目の順序や内容を統一することで両者の結果の比較が可能であること

から、詳細な比較を行った。 

(1) 総計の比較（上記表２） 

① 全体的な結果の昨年度との比較 

ア 教職員については「良好な評価」が微増（+1.6％）、「検討が必要な評価」が微減（-1.2％）

だった。 

イ 保護者について昨年度と比較すると、良好な評価（+0.2％）、検討が必要な評価（+0.1％）

ともほぼ変わっていなかったが、もっともよい評価である「◎よくあてはまる」の評価が昨年

度より 5.1％増えた。 

② 教職員と保護者の比較 

    ア 「良好な評価」の結果 

教職員 97.5%、保護者は 89.9％とその差は 7.6％（昨年度は 6.2％）であった。 

    イ 「検討が必要な評価」の結果 

教職員 2.4%、保護者は 4.2％とその差は 1.8％（昨年度は 0.5％）であった。 

③ 考察[1] 

ア 昨年と比較して、教職員の自己評価が高まった。また保護者のもっともよい評価が増加し

た（＋5.1％）ことから保護者の学校教育への理解が深まったと考えた。 

イ 教職員と保護者の認識の差がやや広がったことが分かった、他の項目の分析を進めること

でその要因を探る。 

 

(2) 大項目（「学校経営」「学習活動」「健康安全」）の比較 

 「良好な評価（◎と〇をあわせたもの）」「検討が必要な評価（△と×を合わせたもの」「？わから

ない」を比較した（下記表３）。 

① 昨年度との比較 

 ア 教職員の「学校経営」「学習活動」の大項目について、良好な評価が増加し、検討が必要な評

価が減少した。「健康安全」については大きな変動は見られなかった。 



12 

 

 イ 保護者については全ての大項目について昨年度と比べ大きな変動はなかった。 

 ② 教職員と保護者の比較 

 ア 「学校経営」「学習活動」については、「良好な評価」「検討が必要な評価」ともにその差は５％

以内であった。 

 イ 「健康安全」の良好な評価について、教職員は 97.5％、保護者は 79.0％と 18.5％の違いがみ

られた。 

表３ 大項目（「学校経営」「学習活動」「健康安全」）における各評価が占める割合 

【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

大 

項 

目 

教職員 保護者 

良好な 

評価 

（◎と〇） 

検討が必要 

な評価 

（△と×） 

わからな

い 

（？） 

良好な 

評価 

（◎と〇） 

検討が必要 

な評価 

（△と×） 

わからない 

（？） 

学校 

経営 

98.0% 

(93.2) 

2.0% 

(6.0) 

0% 

(0.8) 

95.4% 

(92.4) 

2.9% 

(3.9) 

1.7% 

(3.7) 

学習 

活動 

96.8% 

(95.5) 

2.4% 

(4.0) 

0.8% 

(0.5) 

93.2% 

(94.5) 

4.6% 

(3.9) 

2.2% 

(1.6) 

健康 

安全 

97.5% 

(98.0) 

1.1% 

(1.8) 

1.3% 

(0.2) 

79.0% 

(80.0) 

2.9% 

(2.0) 

18.1% 

(18.0) 

 ③ 考察[2] 

  ア 上記考察[1]で挙げた教職員の自己評価の高まりは「学校経営」「学習活動」によるものだと

考えられた。 

  イ 上記考察[1]であげた教職員と保護者の認識の差は「健康安全」の項目によるものだと考えら

れた。 

 

(3) 特筆すべき項目   

① 昨年度と比べてよくなっていると受け取られている項目 

  昨年度と比較して、良好な評価が５％以上増加または検討が必要な項目が５％以上減少している項目

を取り上げた（表４）。 

   表４ 昨年度と比べてよい変化が見られた項目 

【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

項目 

教職員 保護者 
良好な 
評価 

（◎と〇） 

検討が必要 
な評価 

（△と×） 

良好な 
評価 

（◎と〇） 

検討が必要 
な評価 

（△と×） 

５ 
 

保護者が子どもの様子について連絡・相談
したことについて適切に対応 

98.5% 
(93.0) 
＋5.5 

1.5％ 
（4.7） 
－3.2 

95.7％ 
（92.2） 
＋3.5 

2.9％ 
（6.3） 
－3.4 

12 
 

将来の進路や職業などについて参考となる
情報提供 

96.9％ 
(90.6) 
＋6.3 

1.5％ 
（7.8） 
－6.3 

88.4％ 
（89.1） 
－0.7 

4.3％ 
（7.8） 
－3.5 

18 
 

全体として、本校の教育に満足している 別の設問 
94.2％ 
(87.5) 
＋6.7 

5.8％ 
（9.4） 
－3.6 

 ア 項目５「保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについて適切に対応している」

について 

学校職員の良好な評価が 5.5％上昇した。保護者の良好な評価も 3.5％上昇した。 

 イ 項目 12「将来の進路や職業などについて参考となる情報提供」について 

   学校職員の良好な評価が 6.3％上昇した。保護者の良好な評価は 0.7％減少したものの、検討

が必要な評価としては 3.5％減少した。 

 ウ 項目 18「全体として、本校の教育に満足している」について 
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   保護者の良好な評価が 6.7％上昇しており、検討が必要な評価が 3.6％減少した。 

② より努力が必要と受け取られている項目 

昨年度と比較して、良好な評価が５％以上減少または検討が必要な評価が５％以上増加してい

る項目を表５、教職員または保護者のどちらかで「検討が必要な評価」の割合が５％以上ある項目

について表６に示す（５％：保護者 4名 教職員７名）。 

   表５ 昨年度と比べて努力が必要と受け取られた項目 

（良好な評価が５％以上減少 検討が必要な評価が５％以上増加） 

【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

項目 

教職員 保護者 

良好な 
評価 

（◎と〇） 

検討が必要 
な評価 

（△と×） 

良好な 
評価 

（◎と〇） 

検討が必要 
な評価 

（△と×） 

６ 
施設・設備の改善に努め明るい環境
を整えている。 

82.4％ 
（78.9） 
＋3.5 

17.6％ 
（19.5） 
－1.9 

81.2％ 
(85.9) 
－4.7 

15.9％ 
(7.8) 
＋8.1 

16 
スクールバスの運行が安全に行われ

ている。 

93.9% 
(99.2) 
－5.3 

1.5％ 
(0.8) 
＋0.7 

69.6％ 
（64.5） 
＋5.1 

1.4 
（０） 
＋1.4 

 

表６ 他の項目と比較して努力が必要だと考えられている項目【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

（「検討が必要な評価」の割合が５％以上 教職員 7名以上 保護者 4名以上） 

項目 
教職員 保護者 

検討が必要な評価 
（△と×） 

検討が必要な評価 
（△と×） 

４ 
学習内容や進路等を懇談や学級(学年)通信等によっ
てよく知っている。 

1.5％ 
（4.7） 
－3.2 

7.2％ 
（4.7） 
＋2.5 

６ 施設・設備の改善に努め明るい環境を整えている。 
17.6％ 
（19.5） 
－1.9 

15.9％ 
(7.8) 
＋8.1 

10 
学校の雰囲気がよく、お子さんは生き生きとしてい
る。 

0％ 
（1.6） 
－1.6 

5.8％ 
（4.7） 
＋1.2 

11 
児童生徒が、進んで学習活動に取組めるように、教
材や授業の進め方が工夫されている。 

2.3％ 
（5.5） 
－3.2 

7.2％ 
（4.7） 
＋2.5 

14 
健康な生活を送るため、保健指導や健康教育が行わ
れている。 

0％ 
（2.3） 
－2.3 

5.8％ 
(3.2) 
＋2.6 

18 全体として、本校の教育に満足している 別の設問 
5.8％ 
（9.4） 
－3.6 

20 
学校では、保護者や外部の方々と話をする機会を多
く持っている 

別の設問 
5.8 

（9.4） 
－3.6 

 ア 項目６「施設・設備の改善に努め明るい環境を整えている」について 

   教職員ともに検討が必要な評価が 15％を超えていることがわかった。 

 イ 項目 18「全体として、本校の教育に満足している」について 

   保護者の検討が必要な評価が 5.8％である。しかし、上記(3)①ウでも触れたが、保護者の良

好な評価が 6.7％上昇しており、検討が必要な評価が 3.6％減少していた 

③ 学校職員と保護者の認識に差がみられる項目 

「良好な評価」について学校職員と保護者の値が 10％以上離れている項目を表７に示し、「検討が必

要な項目」について学校職員と保護者の値が５％以上離れている項目を表８に示す。 
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表７ 「良好な評価」について学校職員と保護者の値が 10％以上離れている項目 

項目 
良好な評価（◎と〇） 

教職員 保護者 値の差 

13 給食は、お子さんが食べやすい食形態等が提供
されている。 97.7％ 84.1％ 13.7 

14 健康な生活を送るため、保健指導や健康教育が
行われている。 100％ 82.6％ 17.4 

15 給食は、お子さんが食べやすい食形態等が提供
されている。 

98.5％ 79.7％ 18.8 

16 スクールバスの運行が安全に行われている。 93.9％ 69.6％ 24.3 

   

表８ 「検討が必要な項目」について学校職員と保護者の値が５％以上離れている項目 

項目 
検討が必要な評価（△と×） 
教職員 保護者 値の差 

4 学習内容や進路等を懇談や学級(学年)通信等
によってよく知っている。 

1.5％ 
（4.7） 

7.2％ 
（4.7） 5.7 

ア 健康安全に関する全ての項目 13～16について、教職員と保護者の認識に差があった。 

イ 項目４「学習内容や進路等を懇談や学級(学年)通信等によってよく知っている」について認識

に差があることがわかった。 

④ 保護者の「？わからない」が多い項目について 

  保護者の「？わからない」が 10％以上（8名以上）の項目を表９に示す。 

表９ 「？わからない」が 10％以上（8名以上）の項目 

項目 
？わからない 

H28 H29 変化 

13 
給食は、お子さんが食べやすい食形態等が提供
されている。 

10.9％ 14.5％ 3.6 

14 
健康な生活を送るため、保健指導や健康教育が
行われている。 

9.5% 11.6％ 2.1 

15 
給食は、お子さんが食べやすい食形態等が提供
されている。 

15.9% 17.4％ 1.5 

16 スクールバスの運行が安全に行われている。 35.5% 29.0％ －6.5 

ア 健康安全に関する全ての項目 13～16について、保護者の「？わからない」の割合が 10％を超

えていた。 

イ 昨年度と比較すると、項目 13～15については「？わからない」の割合が増加していた。 

⑤ 考察[3] 

ア「項目５ 保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについて適切に対応」「項目 12

将来の進路や職業などについて参考となる情報提供」について、教職員の自己評価が上がり、

保護者の評価が上昇または検討が必要の項目が減少しており、保護者との認識の相違もないこ

とから、この２つの項目についての取り組みが上手くいきつつあると考えた。 

  イ 項目６「施設・設備の改善に努め明るい環境を整えている」については、昨年度と比べて評

価が落ちており、また教職員・保護者とも 15％以上課題があると感じていることがわかった。

今年度行われた網戸取り付けや寄宿舎の空調設備の新設など施設・設備の改善にむけての「予

算確保・施設設備改善の実施」を計画的に取り組んでいることを職員及び保護者に発信する必

要があると考えた。 

ウ 項目 18「全体として、本校の教育に満足している」について、保護者の検討が必要な評価が

5.8％と高いが昨年度より減少しており、また良好な評価が上昇していることから、本校の教育

活動全般について、保護者の興味関心が高いことがうかがわれた。 
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エ 項目 11「児童生徒が、進んで学習活動に取組めるように、教材や授業の進め方が工夫されて

いる」項目 20「学校では、保護者や外部の方々と話をする機会を多く持っている」について保

護者は課題を感じていることから、教職員が教材や授業の進め方について、話をする機会を増

やす必要があると考えた。「項目５ 保護者が子どもの様子について連絡・相談したことにつ

いて適切に対応」についての保護者の評価が高いことから、「保護者から申し出たら応ずるが、

学校から積極的に働きかけていない」と受け取られていることが推察できる。 

オ 項目４「学習内容や進路等を懇談や学級(学年)通信等によってよく知っている」について、

保護者と職員の認識に違いがあり、上記②「より努力が必要と受け取られている項目」でも挙

げたように、保護者の 7.2％（5人）が「検討が必要」だと考えて保護者は課題に感じているこ

とがわかった。上記考察エと併せて考えて、学校は学習内容などについて「直接言葉で伝え、

文書でも伝える取り組み」、今年度本格導入された「マチコミメール」の活用、そして学級･学

年・学校便りの工夫などを行う必要があると考えた。 

カ 健康安全に関する全ての項目 13～16について、教職員と保護者の認識に差があり、また保護

者の「？わからない」の割合がすべての項目において 10％を超えていたことから、認識の違い

は、保護者に取り組みが伝わっていないことが原因だと考えた。本校で行っているきめ細やか

な調理（多様な形態の特別食）の対応、食育の指導（給食週間など）、保健安全指導（保健室

前の掲示物など）、バスの安全運行に対する取り組みを保護者にわかるような形で伝える必要

があると考えた。 

 

４ 事務現業職員の評価について 

事務長 (１名)、事務職員(５名)、用務員(１名)、介助員(３名)、学校栄養職員(１名)、調理員(２

名)を対象に行った（12名回収/13 名中 回収率 93％）。集計結果の総計における各評価が占める割

合を表 10に示す。 

表 10 事務現業職員の集計結果の総計における各評価が占める割合 

【（ ）内の数値は平成 28年度結果】※事務現業職員の 1名は約 8.3％にあたる。 

評価 事務現業職員 

◎ よくあてはまる 25.4%(14.7) 良好な評価 
87.1%(76.7) ○ ややあてはまる 61.7%(62.0) 

△ あまりあてはまらない 12.9%(4.3) 検討が必要な評価 
12.9%(4.6) × 全くあてはまらない 0%(0.3) 

？ わからない 0%(18.7) − 

 (1) 総計の結果 

   ① 昨年度より良好な評価が増加した（+9.4％） 

   ② 今年度は「？わからない」の項目の結果が０％と昨年より減少した（－18.7％）。 

   ③ 昨年度より検討が必要な評価が増加した（+8.3％） 

 (2) 他の項目と比較してより努力が必要と受け取られている項目 

表 11 他の項目と比較して努力が必要だと考えられている項目【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

【「検討が必要な評価」の割合が 25％（３名以上）】 

 項目 
検討が必要な評価 

（△と×） 

７ 全職員共通理解のもと、学校行事の推進と充実が図れましたか。 25.0％【3 名】（0） 
８ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新・通知文書を通して、学校の情報発信をしていますか。 25.0％【3 名】(0) 

18 学校における諸行事に積極的に参加していますか。 
25.0％【3 名】

（13.3） 
19 個人情報やｾｷｭﾘﾃｨｰに留意して、情報の共有化に取り組んでいますか。 33.3％【4 名】（0） 

20 
学校評価に取り組み、積極的にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等で公開することができています
か。 

33.3％【4 名】(6.7) 



16 

 

(3) 考察[事務現業について] 

昨年度より良好な評価が増加（+9.4％）し、「？わからない」の項目の結果が０％と昨年より減少

した（－18.7％）したことから、事務現業職員に対するそれぞれの業務と自己評価の相関を周知で

きつつあると考える。 

しかし検討が必要な評価が増加(+8.3％)したことから、検討が必要な評価の割合が高い項目７，

８、18、19、20 については、自己評価を行う際に、どのような視点で業務内容と評価項目の内容を

結びつけるのかを説明すると同時に、評価項目の妥当性を検証する必要があると考える。 

 

５ 児童生徒の評価について 

小学部 5 年生以上のⅠ類型・ⅡA 類型の児童生徒 34 名に教師・または保護者が説明する形でアンケ

ートをとる形で回答を依頼し 32名（回収率 94％ 1名は約 3.1％）から回答が得られた（表 12） 

表 12 児童生徒の集計結果の総計における各評価が占める割合 

【（ ）内の数値は平成 28年度結果】※児童生徒の 1名は約 3.1％にあたる。 

評価 
児童生徒 

32 名（小 5 名 中 14 名 高 13 名）  
◎よくあてはまる 69.4％（73.4） 良好な評価 

89.6%(94.7) ○ややあてはまる 20.2％（21.3） 

△あまりあてはまらない 6.6％（2.8） 検討が必要な評価 
8.3%(3.3) ×全くあてはまらない 1.7％（0.5） 

？わからない 2.2％（2.0）  

 (1) 総計の結果 

   ① 昨年度より良好な評価が減少した（－5.1％ 約２名に相当する） 

   ② 昨年度より検討が必要な評価が増加した（＋5％ 約２名に相当する） 

(2) 他の項目と比較して難しいと受け取っている項目 

表 13 他の項目と比較して難しいと受け取っている項目【（ ）内の数値は平成 28年度結果】 

【「検討が必要な評価」の割合が 10％以上（４名以上）】 

 
項目 

検討が必要な評価 
（△と×） 

10 
授業で自分の考えをまとめたり、発表す
ることがよくある。 

15.6％ 
（0） 

 
中 1 名  
高４名 

13 
授業では、パソコンや iPad などの ICT
ききをよく使っている。 

25.0％ 
(21) 

小３名  
中２名  
高３名 

15 
担任（たんにん）の先生の他にも、気軽
に相談や話のできる先生がいる。 

12.5％ 
（13.3） 

小 1 名  
 

高３名 

19 
地しんや 火事のときはどうすればよい
か、よく知らされている。 

15.6％ 
（9.4） 

小１名  
中２名  
高１名 

(3) 考察[児童生徒について] 

昨年度より良好な評価が減少し、検討が必要な評価が増加した。質問 20項目中検討が必要な評価

が 10％を超えている項目は項目 10.13.15.19 の 4 つであった。児童生徒個々のアンケートシートを

確認したところ、例えば全部の項目に△をつけているような児童生徒はおらず、すべての児童生徒

が、真剣に回答をしていることが伺われた。 

項目 10、13については肢体不自由・病弱のある児童生徒は一般的に経験不足・偏りがある（学習

指導要領より）とされていることから、ICT 機器を活用したプレゼンテーション、新聞作成などの活

動を行うことで、児童生徒の力の育成と、アンケートから浮かび上がった不安の解消を図ることが

できると考えた。 
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項目 15については、高等部３名に何らかの不安があることも予想されることから、生徒の様子を

きめ細かに観察し、その回答の真意を測る必要があると考える。 

項目 19については地震火災等の避難訓練内容や日頃の危機管理について、児童生徒の十分な理解

と心構えを備えさせる必要があると考えた。 

 

６ まとめ 

 (1) 考察[1]より 

昨年度より学校職員の自己評価が高まり、保護者の評価も高まっていることが分かった。学校教

育目標である「自立（自己の力を発揮しよりよく生きる）と社会参加（社会のあらゆる分野への参

加を促進）」の取り組みの理解が浸透しつつある。 

今後も全職員で自立と社会参加に向けた方向性を確認して、学校運営の取り組みを進める必要が

ある。 

  

(2) 考察[2]、[3]より 

① 以下のことについて重視して取り組む必要性が考えられた。 

ア 施設・設備の改善にむけての「予算確保･施設設備の改善の実施」を計画的に取り組んでい

ることを職員及び保護者に発信する。 

イ 教職員が教材や授業の進め方について、直接保護者と対話する機会を増やす必要がある。

今年度学校として初めて実施した、小中高合同での「保護者情報交換会」の取り組みが評価さ

れていることが保護者の意見から見て取ることができたことから、教職員と保護者が自由に意

見を交換できる場面設定も有効であることが示唆された。 

ウ 学習内容などについて文書等でも伝える取り組みを増やす（「マチコミメールの活用」「学

級・学年・学校便りの工夫」など）。 

エ きめ細やかな調理（多様な形態の特別食）の対応、食育の指導（給食週間など）、保健安

全指導（保健室前の掲示物など）、バスの安全運行に対する取り組みを保護者にわかるような

形で伝える 

② 以下のことについてよい取り組みが行われていることが考えられた。 

ア 「項目５ 保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについて適切に対応」 

イ 「項目 12将来の進路や職業などについて参考となる情報提供」 

 

(3) 考察[事務現業]より 

事務現業職員に対するそれぞれの業務と自己評価の相関を周知できつつあると考える。しかし検

討が必要な評価の割合が高い項目もあることから、自己評価を行う際に、どのような視点で業務内

容と評価項目の内容を結びつけるのかを説明すると同時に、評価項目の妥当性を検証する必要があ

る。 

 

(4) 考察[児童生徒]より 

ICT 機器を活用した授業改善の取り組みの必要性が考えられた。校内研修推進委員会において、

研究の必要性を検討する必要がある。 

また児童生徒の学級担任以外にも頼れる存在があるという気持ちを引き出すために、今年度から

本格導入された、学校カウンセラーによる面談を継続する必要があると考えられた。そして、本校

で取り組んでいる地震火災などの避難訓練の内容を児童生徒及び保護者に明確に伝える必要性も考

えられた。 



A C

B D

A B C D

評価1 2 2 1

評価2 3 2

評価３
評価１・２に
ついての
ご意見

A B C D

評価4 5

評価5 5

評価６
評価４・５に
ついての
ご意見

A B C D

評価７ 2 2 1

評価８ 2 2 1

評価９
評価７・８に
ついての
ご意見

・評価をBとしたのは、トイレの整備や新しく掲示板が設置されているが、校舎の老朽化、駐車場への対応な
どに関する課題があるように思われるからである。
・50年の歴史のある学校なので、校舎は古いが展示スペースなどを設け、明るく楽しい空間作りがなされたの
はとても良いと思う。トイレ改修工事、寄宿舎のエアコン設置等、改善面も多く評価大である。
・校舎が築36年以上も経った中で、現場の教職員が可能な限りの努力をしているのはよくわかりますが、そろ
そろ全面的な施設・設備の見直しが必要なように思います。
・学校の設備は、トイレ、保健室など改善されてきている。寄宿舎も良くなってきているが、根本的に男女部屋
の入口の段差解消、畳の部屋をフローリングに変更し、ベッドを導入して車いすで直接部屋には入れたら良
いと思う。

　課題については、適切に改善策等を図ろうとしているか。

平成29年度　学校関係者評価(学校評議員用)　
  県立鏡が丘特別支援学校学校評議員による学校評価は、以下の通りです。

【評価方法】　
　　　各評価項目ごとに、下記の評価基準でチェックし、評価する。

評価１～３　教育計画に関する評価　〔学校評価集計結果P1　No１、2の質問結果に該当〕
評　価　項　目

　教育目標や教育課程、年間指導計画、教育支援計画等の教育
計画について、具体的評価項目を設定し、評価されているか。

　　　十分に適切な評価がなされている

　　　適切な評価がなされている

　　　あまり適切な評価になっていない

　　　評価結果に対する検討が必要

・評価４，５については、項目６以外（保護者）は◎が増えていることによる。

評価７～９　教育環境の整備・改善に関する評価〔学校評価集計結果P1　No６の質問結果に該当〕
評　価　項　目

　環境整備について、具体的評価項目を設定し、評価されている
か。

　課題については、適切に改善策等を図ろうとしているか。

・評価１をBとしたのは前年度比で○が増え、◎が減少したことによる。評価２のAは◎が増えていることによ
る。具体的評価目標を設定し評価されているかに関しては、3回の評議委員会や限られた時間での授業参観
では児童生徒個々のニーズ対応した具体的教育支援や目標達成についての評価は困難。しかし、学校行事
（学習発表会）や対外行事などにおける児童生徒個々の活躍から、そのニーズに対応した教育支援が行わ
れていると評価できる。
・教育目標や諸計画を「十分に認識している」分けではないので、評価は困難ですが「印象」での評価です。
・「個性豊かで明るくたくましく粘り強く生きる子」とあるが、卒業後、子どもたちが社会に出たとき、自信を持っ
て生きていく力が身についているのだろうか？現在、地域との連携を図って他校との交流が増えて良いと思
いますが、もっと地域、社会に参加できるような教育が必要だと思います。

評価４～６　児童生徒の指導に関する評価〔学校評価集計結果P1　No３～５の質問結果に該当〕

評　価　項　目
　児童生徒の指導に関する具体的評価項目を設定し、評価されて
いるか。

　課題については、適切に改善策を図ろうとしているか。
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A B C D

評価10 3 2

評価11 3 1 1

評価１２
評価10・11に

ついての
ご意見

A B C D

評価13 4 1

評価14 3 1 1

評価15
評価13･14に

ついての
ご意見

A B C D

評価16 4 1

評価17 2 3

評価18
評価16･17に

ついての
ご意見

A B C D

評価19 3 2

評価20 4 1

評価21
評価19･20に

ついての
ご意見

評価22 4 1

評価23
評価２２につ

いての
ご意見

　課題については、適切に改善策等を図ろうとしているか。

・「マチコミメール」を活用し、不審者などに関する情報提供がなされているようだが、項目15「学校（舎職員は
「寄宿舎」）は避難訓練や不審者及び交通安全への対応を十分行っている」に関する教職員及び保護者の評
価が他の調査項目に比較して◎の率が低いように思われる。
・健康面はしっかりしていると思います。安全面に関しては、スクールバスの他に公共交通機関（路線バス）を
使って自分で行きたいところに行けるようにするための学習が必要だと思います。

評価16～18　校内研修に関する評価　〔学校評価集計結果P1　No１８の質問結果に該当〕
評　価　項　目

評価10～12　家庭、地域との連携、協力に関する評価　〔学校評価集計結果P1　No７～12の質問結果に該当〕

　課題については、適切に改善策等を図ろうとしているか。

・項目９「「通知表」（舎職員は「個別の生活指導計画等」）は、児童生徒の学力を適切に評価できるように工
夫されている」について、保護者の評価よりも学部、寄宿舎、教職員の評価が低くなっている（◎よりも○が多
い）。このことは教職員などの自己評価を高めるための取り組みの必要性を示唆している。しかし、保護者の
高い評価からは、連携の緻密さがうかがえる。地域との連携についての評価はP1の７～12の評価結果から
読み取ることは困難だが、事務現業部の評価集計（８～９）からは、連携、協力体制強化の必要性がうかがえ
る。特に避難訓練等においては近隣との連携は重要である。
・PTA活動において、PTA活動担当の職員が積極的に関わっており、保護者の負担が少なくなった。
・特別支援教育のセンター校として「家庭、地域との連携」について、これまでの発想、組み立てではない「大
きな変化」が必要だと思います。
・卒業後の進路の情報は増やしていく必要がある（就労支援、生活介護だけではなく、幅広い情報）。教員の
支援の仕方については、身の回りのことを自分でできることが自立ではなく、自己選択、自己決定、自己責任
がとれるような支援をする必要がある。

評価13～15　健康安全に関する評価　〔学校評価集計結果P1　No13～16の質問結果に該当〕
評　価　項　目

　健康安全に関することについて、具体的評価項目を設定し、評価
されているか。

　校内研修について、具体的評価項目を設定し、評価されている
か。

評　価　項　目

評価※該当するものにチェック

　課題については、適切に改善策等を図ろうとしているか。

・教材教具やITC」の活用などの工夫がなされているが、教職員の評価が◎よりも○が多い。このことは教職
員などに関して、自己評価を高めるための取り組みの必要性を示唆しており、指導実践に関する研修の充実
が求められる。
・事前にアンケートをとり、保護者の「知りたい！」の声を研修内容に取り入れていけたら充実した校内研修へ
と結びつくと思う（例：福祉車両展示・紹介）
・児童生徒に合わせた教育をするときに、一人一人の特性を知る必要があると思う。そこで自立専科の職員
と連携して授業を行っていく必要がある。

評価19～21　服務に関する評価　〔学校評価集計結果P1　No17，19～20の質問結果に該当〕
評　価　項　目

　法令遵守や児童生徒の人権保護について、具体的評価項目を
設定し、評価されているか。

　課題については、適切に改善策等を図ろうとしているか。

・個人情報保護に関しては◎が100％になるように努力することが必要（ノートパソコンやUSBメモリー、学級
事務資料などの校外持ち出し厳禁）。

評価22～23　保護者、児童生徒の回答への対応に関する評価
評　価　項　目

　保護者、児童生徒の意見や要望が聞き入れられ、改善に向けて
の学校の姿勢がみえるか。
・保護者、児童生徒による評価結果を見ると、総合的に良好な評価である。そのことから、保護者の学校教育
の理解の深化や児童生徒の学校生活の充実がうかがえる。しかし、保護者、児童生徒による評価結果のま
とめと考察に見られるように「わからない」と答えた評価項目の見直しや他の項目と比較して努力が必要だと
考えられる項目について、具体的な取り組みの検討が必要と思われる。チーム鏡が丘の結束と更なる学校教
育の充実を」

　家庭、地域との連携、PTA活動、特別支援教育のセンター校としての役
割等について、具体的評価項目を設定し、評価されているか。
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１　自己評価を実施した人数

校　長 教　頭 事務長 教　諭 事　務 その他 計
実施人数 1 2 1 108 5 26 143

※その他

２　学校関係者評価を実施した人数

学校評議員 ＰＴＡ役員 計
実施人数 4 1 5

３　外部アンケート等を実施した人数

保護者 生徒 計
実施人数 69 32 101

４　学校評価結果の公表方法等

自己評価 ①ホームページ　　　②保護者への配布及び説明会
学校関係者評価 ①ホームページ　　　②保護者への配布及び説明会

５　平成28年度の学校評価を踏まえ、平成29年度改善した点

６　平成29年度の学校評価で明らかになった課題

７　平成29年度の学校評価を活かした平成30年度の改善点

（養護教諭、実習助手、寄宿舎指導員、現業職員）

　③自己評価及び保護者アンケートより、項目４「学習内容や進路等を懇談や学級(学年)通信等によってよく知っている」につい
て、保護者と職員の認識に違いがあり、保護者の7.2％（5人）が「検討が必要」だと考えている。

平成29年度学校評価の実施状況等の概要

　①施設・設備の改善にむけての「予算確保･施設設備の改善の実施」を計画的に取り組んでいることを職員及び保護者に発信す
る。

　①保護者アンケートより、保護者の最も良い評価が全体として増加した（＋5.1％）。特に「項目５　保護者が子どもの様子につい
て連絡・相談したことについて適切に対応」「項目12将来の進路や職業などについて参考となる情報提供」について、職員・保護者
ともに昨年度よりも改善されたと考えていることがわかった。

　④自己評価及び保護者アンケートより、健康安全に関する全ての項目13～16について、教職員と保護者の認識に差があり、ま
た保護者の「？わからない」の割合がすべての項目において10％を超えていた。

　⑤児童生徒アンケートの結果、質問20項目中検討が必要な評価が10％（32名中4名以上）を超えている項目は項目「10　授業で
自分の考えをまとめたり、発表することがよくある」「13　授業では、パソコンやiPadなどのICTききをよく使っている」「15　担任（たん
にん）の先生の他にも、気軽に相談や話のできる先生がいる」「19　地しんや 火事のときはどうすればよいか、よく知らされている」
の4つであった。

　①自己評価及び保護者アンケートより、項目６「施設・設備の改善に努め明るい環境を整えている」については、昨年度と比べて
評価が落ちており、また教職員・保護者とも15％以上課題があると感じていることがわかった。

　②保護者アンケート項目11「児童生徒が、進んで学習活動に取組めるように、教材や授業の進め方が工夫されている（7.2％　5
名の保護者）」項目20「学校では、保護者や外部の方々と話をする機会を多く持っている（5.8％　4名の保護者）」について保護者
は「検討が必要」だと考えている。

　④認識の違いは、保護者に取り組みが伝わっていないことが原因だと考えた。本校で行っているきめ細やかな調理（多様な形態
の特別食）の対応、食育の指導（給食週間など）、保健安全指導（保健室前の掲示物など）、バスの安全運行に対する取り組みを
保護者にわかるような形で伝える（「マチコミメールの活用」「学級・学年・学校便りの工夫」「PTAとの連携」など）。

　⑤項目10、13についてICT機器を活用したプレゼンテーション、新聞作成などの活動を行うことで、児童生徒の力の育成と、アン
ケートから浮かび上がった不安の解消を図ることができると考えた。
　項目15については、高等部３名に何らかの不安があることも予想されることから、生徒の様子をきめ細かに観察し、その回答の
真意を測る。
　項目19については地震火災等の避難訓練内容や日頃の危機管理について、児童生徒の十分な理解と心構えを備えさせる授業
を設定する。

　②教職員が教材や授業の進め方について、直接保護者と対話する機会を増やす必要がある。今年度学校として初めて実施し
た、小中高合同での「保護者情報交換会」の取り組みが評価されていることが保護者の意見から見て取ることができたことから、
教職員と保護者が自由に意見を交換できる場面を設定する。

　③学習内容などについて文書等でも伝える取り組みを増やす（「マチコミメールの活用」「学級・学年・学校便りの工夫」など）。




